
【鳴門市行政評価】

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)
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事務事業名 ドイツ村公園整備事業
担当
部署

経済建設部　公園緑地課

平成29年度事務事業評価シート（28年度実績）

総合計画体系 根拠法令
計画など

都市公園法・都市計画法
基本政策(大項目) 3 しっかり安心・快適住み良いまちづくり

政策(中項目) 3 身近に自然を体感できるまち　なると

事業
期間

開
始

51

公園の整備

年度
　　　(小項目) 公園・緑地

施策 2 緑の保全と創出 終
期基本事業 1

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか

　市民等の本公園の利用者

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

　現地は、第一次世界大戦当時ドイツ兵の俘虜収容所があり、地元民と国境や文化の
違いを超えた幅広い分野で交流があったことを後世に伝えるため、昭和５１年度から
収容所跡地を含む一帯を総合公園ドイツ村として整備する。

事業
計画

28年度に何を
計画していたか

　教育委員会が２０１８年度までと予定している板東俘虜収容所跡地の国指定史跡の
申請に向けた取組の妨げにならないよう配慮しながら、環境美化を行う。また、本公園
を、地域の活性化の拠点、市民の安らぎや憩いの場・歴史公園として整備していくた
めの調査検討を行う。

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位

整備事業進捗率 80 80 80 80 100 %

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

28年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

　教育委員会による国の史跡指定とあわせて整備を進めていく予定だが、指定申請の
準備の段階のため、引き続き情報収集を行うとともに板東俘虜収容所跡地の環境美
化及び老朽化している工作物の撤去に取り組んだ。

事業実施手法

指標名 27年度実績 28年度実績 29年度目標 30年度目標 31年度目標 単位

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1 生涯学習人権課協議 4 4 4 4 4 回

－ %

2 文化交流推進課協議 4 4 4 4

－ －

4 回

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

整備事業進捗率 75 75 － －

％

今年度の進捗状況 ほぼ計画どおり 事業全体の進捗状況 計画どおり

（千円）

目標達成率(実績/目標) 93.8 －

財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

決算額 2,235 0 0

その他特定財源 一般財源 事業費計

平成28年度

当初予算額 0 0 0 0 810 810

全体予算額 2,500 0 0 0 1,118 3,618

補正予算額 0

0 1,353 3,588

繰越額 0 0 0 0 0 0

人件費
正規職員(7,133千円/人) 臨時職員(2,043千円/人) 総人件費 総事業費

0.2 0.0 1,427 5,015

繰越予算額 2,500 0 0 0 308 2,808

0 0 0 0 0

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他



【鳴門市行政評価】

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

【事務事業名：ドイツ村公園整備事業】

事業費推移

年　　度 27年度決算 28年度決算 29年度 30年度 31年度

事業費 1,988 3,588 3,570 770 770

うち一般財源 0 1,353 3,070 770 770

人件費 1,372 1,427 1,427 1,427 1,427

総事業費 3,360 5,015 4,997 2,197 2,197

所見欄

①活動に対
する評価

有効性 B:概ね有効性があった
　ドイツ村公園がすっきり広く感じられ、公園を訪れ
る人々に良い印象を与えることができた。

効率性 B:概ね効率的だった
　アジア初演「なると第九」ブランド化プロジェクトの
推進に一歩前進することができた。

75 %

評価 B:概ね目標を達成できた

評価項目 評価値

課題

　昭和５１年度に総合公園として都市計画決定され、国土交通省の補助事業で整備している。５４．３ｈ
ａの内、現在は１０．６ｈａが供用開始されている。基本的には、実施基本計画の考え方によるが、今後
の整備については、平成３０年（２０１８年）の「第九」アジア初演１００周年を目途として整備を進め、総
合公園として一定のまとまりをつけ、その後の整備については、社会情勢や公園のニーズなどをもと
に総合的に再度検討を加える。

②成果に対
する評価

指標名 整備事業進捗率

　地元民間団体の協力を得て、公園内を良好な状
態に維持管理することができた。

目標 80 %

実績

実施内容

H29年度

　清掃活動について民間団体との協議を行い、観光資源としての魅力を維持できるよう
に努める。

H30年度

　清掃活動について民間団体との協議を行い、観光資源としての魅力を維持できるよう
に努める。

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

2

③総合的な評価 B 　公園内を良好な状態にできたため、総合的な評価
をＢとする。


